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【 報 � 告 】

旅の終わりに。

『本屋のパンセ』を届ける、s u n
1 4 : 3 0 -

【 参 加 費 】

とりぎん⽂化会館
（⿃取市尚徳町101-5）

第６会議室

三砂�明と奈良敏行との出会いで生まれた、
２冊の本。

１９８０年に開業し２０２３年に店舗での営
業を終えた定有堂書店。その“スタンドアロ
ーン”の本屋はどんな本屋だったかを伝えた
『町の本屋という物語』。
そして、その店を形づくる店主・奈良敏行の
思考の軌跡を綴った『本屋のパンセ』。

神戸、東京、福岡、そして鳥取へ―
三砂�明は『本屋のパンセ』の置かれた場所
を訪ねます。この旅で、三砂�明は何を伝
え、何を受け取ったのでしょうか。

この読書会はその旅の報告です。

三砂�慶明
（みさご・よしあき）
「読書室」主宰

お申込みはこちらから

2 0 2 5 「読書室」セッション・イン・⿃取

【 定 � � 員 】
２０名

【 会 � � 場 】

３００円

 『本屋のパンセ 

定有堂書店で考えたこと』

奈良敏⾏/著、三砂慶明/編

（作品社、2 0 2 5年2⽉刊）
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